
　本校は児童数が700人を超え、昨年度は病
気やけがで延べ7000人以上（1日平均約40人）
が保健室を利用しています。休み時間になると
保健室が児童でいっぱいになることも珍しくあ
りません。こうした状況の中、来室者増を理由
に中断していた歯みがきの個別指導を今年6
月から再開することができました。2人の「お母
さんボランティア」のおかげです。お母さんボラ
ンティアは、週に3日、学校に来てくださり、歯垢
染め出し液で赤く染まった歯をカメラで撮影し
たり、みがき方を見てくれたりしています。私を含
め3人で対応するので、一人一人丁寧に見て、
指導することができるようになりました。歯みが
き指導中でも次々とけがをした児童が訪れ、そ
の対応に追われていた2年前の状況とは雲泥
の差があります。�
　もう１人、保健活動をサポートしてくださる「お
母さんボランティア」がいます。宇多津町が力
を入れている『足裏から始める健康づくり』のた
め、児童の足裏の形成状況をスキャナで読み
取る作業を熱心に手伝ってくれています。�
　ボランティアの方々のサポートは保健活動に
限りません。本校には「ボランティアママさん」
と呼ばれるお母さんが、平成7年度から毎週、児
童に伝承遊びを教えてくれたり、読み聞かせを
してくれたりしています。最近では登下校時の
あいさつ運動や安全パトロールに多くの保護
者や地域の人々が参加してくださっています。�
　この恵まれた環境を活かして、健康づくりの
輪がどんどん大きく広がっていくように努めてい
きたいと考えています。�

　総合型地域スポーツクラブは、こうした課題を解決し、誰
もが身近な場所で気軽にスポーツを楽しめるよう、地域の人
たちが自主的･主体的に運営する、多種目、多世代、多志
向型のスポーツクラブで、活力ある地域社会づくりに貢献す
るものとして期待されています。�
　文部科学省では、平成22年までに全国すべての市区町
村に一つ以上、将来的にはすべての中学校区程度の地域
ごとに設立することを目標としています。�

　香川県では、現在14のクラブが設立されており、既に活
動を開始しているクラブでは、子どもからお年寄りまで、スポ
ーツや健康づくりを楽しむたくさんの笑顔があふれています。�
みなさんも、クラブづくりに参加してみませんか。そして、健康
で豊かなスポーツライフを楽しみませんか。�
　県教育委員会では、総合型地域スポーツクラブの育成を
支援するため、様々な事業を行っていますので、何でも気軽
にご相談ください。�

　平成17年度の「児童生徒の体力・運動能力調査」では、
小学校で全国平均を上回る項目が前年度に比べ増えて
います。最近5年間の記録の推移からも、横ばいもしくは
向上する傾向にある項目が多くなるなど、小学生の体力
低下に歯止めがかかるきざしがみられます。�
　体力は、すべての活動の源であり、意欲や気力の充実
にも大きくかかわっており、人間の成長を支える基本的な
要素です。運動量を増やすほか、｢早寝・早起き・朝ご飯｣
という基本的な生活習慣を整えて、より効果的に体力を
高めましょう。�

　県教育委員会では、家族で子どもが読書に積極的に親しんでいる取り組みを募集し、そ
の中で特色ある家庭を＜23が60ファミリー賞＞として表彰しています。�
　今年度は、応募のあった50ファミリーの中から、6ファミリーが選ばれました。「印象に残っ
た本の感動をそのまま自作の詩集や絵本にした家族」や「潮干狩りや料理など絵本に出て
くる内容をそのまま実体験した家族」、「全ての部屋をミニ図書館にした家族」など、ユニー
クであたたかい取り組みにあふれています。ファミリー賞の表彰は、10月22日（日）に香川県
立図書館2階視聴覚ホールで行います。�

家族でいっしょに　　　を楽しみましょう�
（調査方法）本年6月に、保育所、幼稚園、小学校、中学校、高等学校の幼児・児童・生徒2,944人を対象に実施しました。調査の
対象となる学校等は、地域、児童生徒数、学科等のバランスを考慮して、無作為に抽出しています。�

平成18年度子どもの読書活動に関するアンケート結果�

〈23が60ファミリー賞〉決定�

「好き」、または「どちらかといえば好き」と答えた子
どもの割合は、幼児97％、小学生（1～3年生）86％、
小学生（4～6年生）85％と非常に高く、中学生、
高校生についても、順調な伸びを示しています。�

幼児、小学生においては、調査開始の平成15年
度から着実に増えています。特に、小学生（4～6
年生）では、昨年度より2.8冊増の13.1冊と大幅
に増加しています。学校での一斉読書活動など
により小学生の読書習慣が定着してきたものと
思われます。�

家で週１回以上本を読んでいる割合は、昨年度と比
べて、幼児では1ポイント減っているものの86％と高
い水準です。また、小学生（1～3年生）は77％（昨
年度比5ポイント増）、小学生（4～6年生）は65％（5
ポイント増）、中学生は46％（10ポイント増）、高校
生は35％（4ポイント増）といずれも増えています。�
�
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本を読むことが好き・どちらかといえば�
好きな子どもの割合の割合（読み聞かせ含む）�

1ヶ月に読んだ本の冊数�
（読み聞かせ含む）�

家で週1回以上本を読んでいる�
子どもの割合（読み聞かせ含む）�

本を読むことが好き・どちらかといえば�
好きな子どもの割合（読み聞かせ含む）�

1ヶ月に読んだ本の冊数�
（読み聞かせ含む）�

家で週1回以上本を読んでいる�
子どもの割合（読み聞かせ含む）�
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県教育委員会では、子どもたちが「8の字大なわとび」や「馬とび」などの運動を楽しみながら体力を高められるよう｢讃岐っ子パワーみ
んなでチャレンジ事業｣を実施しています。11月18日（土）には、日ごろの練習の成果を発表するとともに、県内の子どもたちとの交流を
深める「讃岐っ子あつまれ!! イン 丸亀競技場」を開催します。友達やクラスのみんなと新記録に挑戦してみよう！�
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向上 13 横ばい 31 低下 10

向上 13 横ばい 32 低下 9

ことばは、意思を通じ合うための手段であるとともに、思考力
や感受性を支える基盤となるものであり、確かな学力を形成
するための基礎でもあります。学校教育においても、すべて
の教科の基本となる国語力の充実を図ることが重要である
と考えています。�
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読書�

設立済みクラブのある市町�

設立準備中クラブのある市町�
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2
（H18.6現在）�

設立済みクラブ�

設立準備中クラブ�
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19年度目標�
�「香川県子ども読書活動�

 推進計画」の努力目標�（� ）�

18年度�

（項目数）�

（伝える力を身に付けよう）�
●事実を正確にわかりやすく伝える力�
●場面や目的に応じて適切に伝える力�
●聞いたり、読んだりしたことを正確に伝える力��

（表現する力を身に付けよう）�
●考えを論理的に表現する力�
●感情を込めて表現する力�
●豊かにことばを使って表現する力�

（読書の習慣を身に付けよう）�
●家庭で本の話をしよう。そして、家庭で読書の時間を設け
よう。��

（音読をしよう）�
●音読は脳の働きを活性化し、その後の学習に有効です。�
　5分間程度、家庭学習を始める時に声を出して本を読もう。�
（読み聞かせをしよう）�
●保護者の方が読み聞かせたり、子どもが保護者に読み
聞かせたりしよう。�
�

国語力向上のための拠点校事業�
（研究推進校：高松市立二番丁小学校・高松市立香西小学校・丸亀市立城東小学校）�

国語力向上ことばセミナー（指導力を高めるための教員研修）�
音読カップ香川大会（児童生徒の成果発表会：12月25日（日）9：00～16：30 県文化会館）�

「小さな社会人」�「小さな社会人」�「小さな社会人」�

にさん�ろくまる�

▲絵本の作成風景�

県教育�
委員会の�
取り組み�

豊か
なことばの花づくり豊か
なことばの花づくり

健康のため、�
スポーツを楽しみながら�
交流できる仲間が�
欲しいんじゃがのぉ�

何か運動�
したいけど、�
体力がないから�
不安だわ…�

近くの体育館で�
スポーツしたいけど、�
いつもいっぱいだし、�
レベルも高そうで�

なんだか入りづらいわ…�

一種目だけじゃなく�
いろんなスポーツを�
やってみたいなぁ…�

やりたい種目の�
部活動がなくて�
困ったなぁ…�

育てよう！ 子どもたちを「豊かなことば」の使い手に�育てよう！ 子どもたちを「豊かなことば」の使い手に�

　保護者にとっての職場体験の意義としては、日頃見ることのできない子どもの姿を見ることができ、互いに新たな理解を深められるという点があげられます。また、子ども

が体験したことを話題にして、学ぶことや働くことの意義や尊さ、保護者の仕事に対する考えを理解させる絶好の機会ともなります。さらに、職業についての会話を通して、こ

れからの子どもの進路や将来の夢に触れることは、子どもの発達を促進する上でも効果的です。�

　職場体験後も、子どもが家族の一員としての役割や責任を担おうとする意欲や態度を育てることが大切です。また、家庭における立場について共に考え、社会の一員として

のよりよい生き方の自覚を促すことが望まれます。�

　家庭、学校、地域のすべての人が、「小さな社会人」として第一歩を歩み出す子どもたちの熱いサポーターです！！！�

小豆島町立池田中学校�

観音寺市立観音寺中学校�

三豊市立和光中学校�

小豆島町立内海中学校�

観音寺市立中部中学校�

三豊市立豊中中学校�

坂出市立坂出中学校�

観音寺市立伊吹中学校�

三豊市立高瀬中学校�

宇多津町立宇多津中学校�

観音寺市立大野原中学校�

三豊市立詫間中学校�

綾川町立綾南中学校�

学校組合立三豊中学校�
「キャリア・スタート・ウィーク」�
実施校（平成17～18年度）�

　県教育委員会では、将来に夢や希望を持ち、その実現に向けて努力する児童生徒を育成するため、本年度から「キャリア教育推
進事業」を実施し、各学校におけるキャリア教育を推進するとともに、家庭や地域に対してキャリア教育の理解と学校教育への積
極的な参画を推進しています。�

　中学校においては、平成17年度から、5日間以上の職場体験を行う「キャリア・スタート・ウィーク」が実施され、これまでに以
下の中学校を中心に取り組みが行われています。�

苦しい仕事やめんどうな仕事もあったけど、それを�
やり遂げたときのうれしさ、「がんばってね」と言葉をかけ�
られたときのうれしさなどは、仕事をしたから感じられた�

ことだと思う。今回の体験を大切にしたい。�

職場体験に行く前は、仕事を軽く考えていたけど、�
実際に体験して、すごく根気がいるということがわかった。�
将来は海に関する仕事に就きたいので、そのためには�
体力や学力、精神力をつけないといけないと思った。�

今回の体験で学んだことを、今後の生活にも�
将来の夢にも役立てたいと思った。今までは、�

「何のために働くのか」「どうして働くのか」などを�
あまり考えたことはなかったけど、�

自分で働いてみて、少し考えられたと思う。�
�

●理髪店でお手伝い●� ●お菓子作りに挑戦●� ●園児と一緒に「はいポーズ」●� ●汗だくで農作業●� ●動物病院で奮闘中●�

読む�

聞く� 話す�
考える力�
感じる力�
想像する力�

書く�

応援団結成�

国語力向上のための拠点校事業研究推進校�

高松市立香西小学校�
�

※4年生の国語の授業「自分の考えと友だちの考えを比べて読む」�

文部科学省H17・18年度国語力向上モデル事業研究推進校�

まんのう町立長炭小学校�

※1年生のことばの時間「読点を正しく書く」�
�

子どもたちに付けたいことばの力�

一ノ谷スポーツクラブ�

琴平サッカークラブ�

香南ししまるスポーツクラブ�

三木総合スポーツクラブ※�

しろとりスポーツクラブ�

ひけたスポーツクラブ�

むれスポーツクラブ�

UROスポーツクラブ�

栗林スポーツクラブ（仮称）※�

フレトピアバレーボールクラブ�

あい・クラブ※
�

かがわクラブ※
�

とらまるクラブ“ONLY ONE”�

NPO法人ELF丸亀�

NPO法人オリーブ※
�

NPO法人シーガル弦打スポーツクラブ�

ふれあい一番地�

弦打のスポーツを考える会（仮称）※�

NPO法人スポーツクラブ飯山�

豊中いきいきスポーツクラブ�

保健体育課スポーツグループ　　087-832-3762（直通）�問合せ先�

家庭でもチャレンジしてみよう！�

語 彙 �
読 書 � 漢 字 �

文 法 �
表現に�
関する�
知識�

機会があれば、�
子どもたちにスポーツを�

教えてあげたいのだがなぁ…�

学校を卒業したら�
スポーツをする機会が�
なくなってしまい、�
つまらないわ�

毎日忙しいので、�
近くに継続して�

運動ができるところは�
ないかなぁ…�

※�

今年度から「豊かなことばを育てる事業」をスタートしました。�

「みんなで馬とび50m」にチャレンジ！�「みんなで馬とび50m」にチャレンジ！�


